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秋田県立能代高等学校 定時制課程
キャリア教育推進委員会 体験活動推進

令和５年度「体験活動」目標と年間指導計画

【目 標】 校内外での様々な体験活動を通して、社会活動の当事者としての自覚を高め広く社
会性を育むとともに、地域への感謝を言葉や行動で表現する力を醸成する。

【計 画】

学年共通事項 １学年 ２学年 ３学年

□交通安全教室（5/9） □地域探訪（5/1） □地域探訪（5/1） □就職ガイダンス
講話や実演を通して、事故防止 学校がある地域の景 学校がある地域の景 (6/23）
に向けた法規遵守と交通社会の 観に実際に触れ、地 観に実際に触れ、地 外部講師による講話
一員としての自覚を高める 域に親しみをもつ 域に親しみをもつ や演習により、職業

人として求められる
□福祉施設との合同避難訓練 □救急救命講習会 力や早期離職防止に
（6/13） (5/30) ついて意識を高める
災害発生時を想定し，地域の一 他人の命を救うこと
員として、周囲と協力し合いな の意義を感じながら、 □応募前見学（随時）
がら高齢者をいたわる態度を育 自他の命の大切さを □就業支援セミナー 応募を希望する事業
む 理解し、緊急時に役 (6/19) 所を事前に見学し事

立てる態度を涵養す 外部講師による講話 業所の特色や職場環
る や演習により、職業 境などを理解するこ

□高大連携授業参加（6/～） 人として求められる とで、適切な応募先
上級学校の講義に参加し、進路 □就業支援セミナー 力や早期離職防止に の決定を行う

１ 選択の参考にする (6/26) ついて意識を高める
外部講師による講話 □オープンキャンパス

学 や演習により、職業 等への参加（随時）
□白神フィールドワーク（6/16） 人として求められる 学校見学や模擬授業

期 郷土の自然に直に触れ、その世 力や早期離職防止に を体験することによ
界的な価値を理解することによ ついて意識を高める り、学習内容や卒業
り、ふるさとへの愛着を深める 後の職業選択などに

□インターンシップ □インターンシップ ついて理解を深め、
（7/25～7/27） （7/25～7/27） 間違いのない学校選
職業や労働について 日常の学習や生活の改 びを行う
理解するとともに、 善に役立て、進路目標
自分の適性について の見直しにつなげる
知る

□防犯避難訓練（9/5） □１年生進路学習 □インターンシップ体 □能代地区デュアルシ
不審者の侵入を想定し、不意の ・自己の職業適性を知 験発表会(9/4） ステムへの参加
状況下で対処できるよう防犯意 り、将来設計を構想 インターンシップで （希望者、随時）
識を高める する の体験を振り返るこ 長期インターンシッ
災害が発生を想定し、不意の状 とで、職業観の高ま プにより、職業や職
況下で対処できるよう防犯意識 ・卒業生の進路決定や りと将来の進路決定 場について理解を深
を高める 就職、進学後の体験 への意識を高める めることにより、自

談を聞き、自分の将 己の適性を見極めた
□校内体育大会（9/21） 来設計について考察 □修学旅行（12/6～9） 上での進路選択を行
クラスの仲間が協力し助け合い する ・準備段階から班員が う
ながら競技することを通して 役割や責任を分担し、
クラスの団結を強め、互いに認 ・「ふるさと企業紹介」 主体性を持って協力

２ め合う態度を涵養する のプレゼンテーショ し合う □進学・就職試験の受
ンにより地域の産業 験（随時）

学 □きみまち二ツ井マラソン や企業について理解 ・規律ある団体行動を ・試験勉強や面接練習
（10/15) を深める 通して、ルールや公 を通して進路達成の

期 地域の一大イベントに運営ボラ 衆道徳の意義を理解 ために求められる力
ンティアとして参加することに ・「トップが語る秋田 する を理解し、卒業後の
より、地域の一員としての自覚 の企業」を活用して 生活に向けての意識
や社会参画の意識を高めるとと 地域の事業所で働い ・互いの安全を確認し を高める
もに、様々な年代の方々と接す ている方々の姿や声 合い、緊急の事態に
ることを通して、コミュニケー に直に接することに は協力し合って対処 ・体験したことを受験
ション能力の向上を図る より職業人としての する 報告書の形でまと

イメージの具体化を め、後輩に適切にア
□文化祭におけるクラスデコレ 図る ・異なる地域の自然や ドバイスできるよう
ーション、全校パフォーマンス 文化に触れ、郷土と にする
等（10/27～28） 比較することを通し
クラス、学年、全校というそれ て我が国への理解を
ぞれの集団の中で自分の役割を 深める
自覚し、一つの目標に向かって
協力し合いながら物事を成し遂
げることの意義を学ぶ

□全校一斉読書(10/31)
全校生徒が一斉に読書に勤し
み、心豊かな人間性を育む
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□生徒会役員選挙を活用した実践 □就職準備セミナー □コミュニケーション
投票（11/24） （12/1） セミナー（12月）

２ 権利を行使することの意義や選 外部講師による講話 協働して社会に参画
ぶことの責任について理解し、 や演習により、職業 する力を養い、職場

学 社会の一員として社会活動に主 人として求められる への定着と早期離職
体的に参画する姿勢を涵養する 力や早期離職防止に の防止について意識

期 ついて意識を高める を高める
□第10回白神検定試験
白神山地の魅力を伝えることが □インターンシップ
できるようになったかどうか等 （12/6～8）
白神ＰＪの成果とを課題を検定 職業や労働について
試験によって確認する。 理解するとともに、

自分の適性について
知る

□進路状況説明会 □就職準備セミナー
(2/13) （1/29）
3 年生の進路を具体的に知るこ 外部講師による講話

とができ、自分の進路決定の材 や演習により、職業人
料となり、進路実現 へ向けて早 として求められる力や

３ 期の足が かりとなる。 早期離職防止について
意識を高める

学
□インターンシップ

期 (1/31～2/2)
日常の学習や生活の

改善に役立て、進路目
標の決定につなげる

令和５年度 各種講座・講話等 年間実施計画（各学年共通）

□交通安全講話（5/9）
自転車の安全運転に必要な心構えや交通法規等を理解し、交通事故の加害者にも被害者にもならないと

１ いう意識を高める

学
□薬物乱用防止教室（6/27）

期 薬物乱用の実態や心身に及ぼす影響とその危険性を理解することにより、法や規則を守るとともに、
周囲から誘われても毅然として断るなど、善悪の判断に基づいて自己の健康を管理する態度を育成する

□白神招へい講座（9/1）
白神山地周辺の自然環境について各分野の専門家による講話を聞き、その世界的な価値について理解を
深めるとともに、ふるさとへの愛着を深め、身近な自然や文化を大切にする心を育む

２
□防犯避難訓練（9/5）

学 不審者の侵入及び災害が発生をを想定し、不意の状況下で対処できるよう防犯意識を高める

期 □性教育講座(9/12)
命の大切さを理解するとともに、心身の健康管理、男女が互いに尊重し合うことの大切さについて学ぶ

□防災避難訓練（10/10）
専門知識を有する講師の経験をもとにした講演や演習を通して、防災意識の向上を図る


